
地域の情報をお届け！ 広島北部トピックス

　
ハ
ウ
ス
野
菜
グ
ル
ー
プ
の
チ
ン
ゲ

ン
サ
イ
生
産
者
が
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得

に
向
け
て
審
査
を
受
け
ま
し
た
。
Ｊ

Ｇ
Ａ
Ｐ
は
食
の
安
全
や
環
境
保
全
に

取
り
組
む
農
場
に
与
え
ら
れ
る
認
証

で
、
農
林
水
産
省
が
導
入
を
推
奨
す

る
農
業
生
産
工
程
管
理
手
法
の
一
つ

で
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
に

よ
り
販
路
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
２
月
21
日
は
、
甲
田
町
の
生
産
者

の
農
場
や
作
業
場
で
審
査
が
あ
り
、

J
G
A
P
に
必
要
な
113
の
項
目
を
審

査
員
が
確
認
。
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
摘

を
も
と
に
再
度
修
正
を
し
て
い
き
４

月
に
は
認
証
を
受
け
る
予
定
で
す
。

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
に
向
け
審
査

　
３
月
５
日
、
千
代
田
地
域
女
性
部
と
光

年
部
会
が
「
Ｊ
Ａ
役
職
員
と
の
対
話
交
流

会
」
を
開
催
し
、
女
性
部
と
Ｊ
Ａ
役
職
員

25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
女
性
の
意
見
を

Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

な
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
女
性
部
や
広
島

県
女
性
組
織
協
議
会
な
ど
で
も
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
女
性
部
員
か
ら
は
、
支
店
の
利
用
に
関

す
る
こ
と
や
Ｊ
Ａ
合
併
後
の
経
過
や
今
後

の
体
制
、
女
性
部
活
動
に
つ
い
て
等
、
事

前
に
た
く
さ
ん
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
Ｊ

Ａ
か
ら
は
一
つ
ず
つ
回
答
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

千
代
田

地
域
女
性

部
は
、
伝

統
と
な
っ

た
家
庭
菜

園
用
夏
野

菜
苗
づ
く

り
の
共
同

作
業
や
ぼ
か
し
肥
料
づ
く
り
、
廃
油
石
鹸

の
作
成
な
ど
を
、
光
年
部
会
で
は
部
会
員

が
講
師
と
な
っ
て
手
芸
教
室
を
開
催
す
る

な
ど
、
年
間
を
通
し
て
様
々
な
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

▲�ＪＡや支店の運営についてたくさんの
意見をいただきました

　

広
島
北
部
管
内
の
若
手
農
業
者

で
つ
く
る
「
ひ
ろ
ほ
く
農
考
会
」

は
３
月
６
日
、
土
壌
勉
強
会
と
意

見
交
換
会
を
Ｊ
Ａ
広
島
北
部
地
域

本
部
で
開
催
し
、
会
員
と
関
係
機

関
を
含
め
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
の
第
一
部
で
は
、
土
壌
に
つ

い
て
た
い
肥
の
基
本
と
使
い
方
を

中
心
に
全
農
ひ
ろ
し
ま
広
島
営
農

技
術
セ
ン
タ
ー
の
片
島
セ
ン
タ
ー

長
よ
り
説
明
を
受
け
、
第
二
部
と

し
て
「
生
産
性
の
高
い
持
続
可
能

な
農
業
に
向
け
て
」
と
題
し
、
広
島

県
西
部
農
林
水
産
事
務
所
の
加
藤
所

長
の
話
を
聞
い
た
後
、
意
見
交
換
会

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
ひ
ろ
ほ
く
農
考
会
は
、
視
察
や
研

修
会
な
ど
年
間
の
計
画
を
立
て
会
員

同
士
の
知
識
を
高
め
合
っ
て
い
ま

す
。

食
の
多
様
化
に
適
応
し
た
「
儲
か
る
農
業
」

「
魅
力
あ
る
農
業
」
を
目
指
し

▲�人手不足や次世代層の水稲、企業経営につい
てなど様々な質問がありました

対
話
か
ら
理
解
を
深
め
る

千
代
田
地
域
女
性
部
対
話
交
流
会

▲出荷作業場を確認する生産者と審査員

　
令
和
６
年
産
米
用
の
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

水
稲
直
播
用
種
子
の
生
産
が
２
月
下
旬
か

ら
３
月
中
旬
ま
で
の
間
、
吉
田
町
の
丹
比

倉
庫
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
省
力
・
低
コ

ス
ト
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
種
子
は
広
島
北
部
地
域
で
生
産
し
て
き

ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
合
併
を
機
に
三
次
と
広

島
北
部
の
担
当
者
が
、
技
術
の
継
承
も
兼

ね
て
令
和
６
年
産
分
か
ら
合
同
で
生
産
を

は
じ
め
ま
し
た
。

　
田
植
え
時
に
糊
の
役
割
と
な
る
錆
び
を

つ
く
る
た
め
、
担
当
者
は
種
も
み
に
鉄
粉

を
混
ぜ
て
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
を
12

時
間
噴
霧
し
た
後
、
24
時
間
か
け
て
乾
燥

さ
せ
袋
づ
め
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
水
稲
直
播
用
種
子
を
生
産

▲�鉄粉を塗した種子が、噴霧、乾燥を経て酸化
した状態になります

広島北部地域
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一
年
の
ス
タ
ー
ト
で
す
！
田
植
え
へ
向

け
て
準
備
は
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
苗

箱
施
用
剤
や
除
草
剤
等
の
確
認
や
田
植
え

後
の
水
管
理
な
ど
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

苗
箱
施
用
剤
の
散
布

　
箱
施
用
剤
の
使
用
前
に
は
除
草
剤
と
間

違
え
な
い
よ
う
、
再
度
、
農
薬
名
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

初
期
除
草
剤
の
使
用
方
法

　
植
代
後
か
ら
田
植
え
前
７
日
ま
で
、
ま

た
は
田
植
え
直
後
か
ら
ノ
ビ
エ
１
葉
期

ま
で
。

※�
Ｊ
Ａ
で
は
田
植
え
後
に
使
用
す
る
方

法
を
お
勧
め
し
ま
す
。

水
管
理

　
田
植
え
後
は
活
着
を
よ
く
す
る
た
め
に
、

深
水
管
理
を
し
発
根
を
早
め
、
活
着
を
促

進
さ
せ
ま
す
。

田
植
え
後

深水管理 

浅水管理 

深水管理

田
植
え
10
日
後
（
活
着
後
）
の
水
管
理

　
活
着
後
は
水
温
・
地
温
上
昇
の
た
め
浅

水
管
理
を
行
な
い
、
水
温
20
℃
を
目
標
と

し
ま
し
ょ
う
。

深水管理 

浅水管理 

浅水管理

農
薬
の
使
用
上
の
注
意

使
用
前

・�

ラ
ベ
ル
に
あ
る
使
用
量
・
濃
度
・
回

数
・
時
期
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

散　
布

・�

住
宅
や
他
の
作
物
へ
農
薬
が
飛
散
し
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・�

水
田
に
散
布
す
る
場
合
は
、
水
の
出
入

り
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

散
布
後

・�

７
日
間
は
落
水
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・�

散
布
が
終
わ
っ
た
ら
防
除
記
録
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

低
温
時
の
管
理

・�

昼
間
は
浅
水
に
し
て
入
水
は
避
け
、
地

温
の
上
昇
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・�

夕
方
よ
り
入
水
し
、
深
水
に
し
て
稲
体

の
保
温
に
努
め
る
管
理
を
行
な
い
ま

し
ょ
う
。

サ
キ
ド
リ
Ｅ
Ｗ

　
安
価
な
液
体
タ
イ
プ
の
除
草
剤
。

　
田
植
え（
移
植
）直
後
か
ら
ノ
ビ
エ

１
葉
期
ま
で（
ま
た
は
、植
代（
代
か

き
）後
か
ら
田
植
え（
移
植
）７
日
前

ま
で
。

ダ
ッ
シ
ュ
ワ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

　
液
体
タ
イ
プ
の
除
草
剤
。

　
田
植
え（
移
植
）直
後
か
ら
ノ
ビ
エ

１
葉
期
ま
で（
ま
た
は
植
代（
代
か
き
）

後
か
ら
田
植
え（
移
植
）７
日
前
ま
で

防
人
（
さ
き
も
り
）
箱
粒
剤

　
い
も
ち
病
や
ウ
ン
カ
類
な
ど
主
要

な
害
虫
を
同
時
に
防
除
で
き
る
薬
剤
。

　
播
種
時
か
ら
田
植
え（
移
植
）当
日

ま
で
の
幅
広

い
時
期
に
使

用
で
き
る
。

ス
ク
ラ
ム
箱
粒
剤

　
い
も
ち
病
・
紋
枯
病
や
ウ
ン
カ
類

な
ど
主
要
な
害
虫
を
同
時
に
防
除
で

き
る
薬
剤
。

　
播
種
時
か
ら
田
植
え（
移
植
）当
日

ま
で
の
幅
広
い

時
期
に
使
用
で

き
る
。

草
笛
ジ
ャ
ン
ボ

　

水
を
張
り
、10
ａ
に
10
個

投
げ
込
む
だ
け
の
省
力
タ
イ

プ
の
除
草
剤
。

　
田
植
え（
移
植
）直
後
か
ら

ノ
ビ
エ
１
葉
期
ま
で
、ま
た

は
植
代（
代
か
き
）後
か
ら
田

植
え（
移
植
）７
日
前
ま
で
。

　「水稲肥料・農薬・育苗資材予約申込
書」を11月のふれ
あい活動日を通じ
配布しました。その
中に、ＪＡ米ごよみ
（稲作ごよみ）が掲
載されております。
　暦を確認された
い方は、各支店営農
経済担当までお問
合せください。

稲作暦の除草剤体系を
確認してください！

５点

２点

受けたい講座
受けられる！ 受講料 無料

▲�杉原牧場　杉原洋さん・ケイ子さん
ご夫妻

（
写
真
提
供
　
家
畜
改
良
事
業
団
）

水
　稲

　３月８日、生産者やＪＡ、行政・市場関係者が出席し、「ＪＡひろ
しま広島北部地域本部　野菜生産部会の令和５年度通常総会」を三
次グランドホテルで開催しました。
　令和５年度は、夏場の高温や秋の少雨の影響などから生理障害や
病気の発生など栽培に影響もありましたが、販売高は前年度を１億
５千万円上回り16億６千万となりました。令和６年度は販売高目標
を17億６千２百万円に設定し取り組みます。
　岡田耕治部会長は、「ウクライナ情勢や物価高騰、円安など農業に
とっても厳しく、農家所得が上がっていない状況。本当の意味で利
益の向上へつなげていこう」と呼びかけました。

　2023年に選抜された検定済種雄牛のうち計画交配等により作出した種
雄牛として、杉原牧場（美土里町）の美津平渚が選ばれ、2023年12月１
日に（一社）家畜改良事業団（東京都）で感謝状贈呈式が行なわれました。
　杉原牧場は、少数精鋭主義で人工授精を中心とした自家保留を基本に、
産子の枝肉成績に基づいて選抜、淘汰されています。加えて肉質を重視し
た改良を目指し、優秀なファミリーを造成すべく進められ、今回選抜され
た「美津平渚」の祖母「ひらなぎさ」は広島県内の脂肪交雑育種価で第一
位にもなっています。

　同部会は青ねぎ、ミニトマトなど品目
別に９グループで組織され、品質や収量
で優秀な成績をあげた各グループの団体
や個人が表彰されました。

グループ 受賞者

青ねぎ 戸田　成利

クリーンカルチャー 高原　義史

ブロッコリー 平野　大樹

大長なす 小玉　義博

ハウス野菜 山元　大介

アスパラガス 冨田　忠良

ミニトマト 押山　昭男

きゅうり 角甲恵美子

白ねぎ （株）ＲＡＢＩ

野菜生産部会総会で９人を表彰
広島北部地域野菜生産部会

野菜の栽培から出荷、加工品の栽培まで幅広く学べるアグリセミナーを今年も開催します！

※各講座の30日前までに電話にて申込みください。� ［連絡先］安 芸 高 田 市　地域営農課　　TEL 47-4021
 ＪＡひろしま　営農センター　TEL 54-0814

　場所：ベジパーク２階会議室

重　点　講　座
日にち 時　間 内　容
4/30（火） 10：00～11：30 スイカ栽培
5/7（火） 10：00～11：30 人参栽培

売れるブドウ栽培講座
日にち 時　間 内　容
4/25（木） 10：00～11：30 摘粒、摘房、袋掛け

【５月の講習】

令和５年度野菜生産部会表彰者（敬称略）

杉原牧場　美
み つ
津平
ひら
渚
なぎさ

2023年検定済種雄牛に選ばれる

広島北部地域広島北部地域

なるほどえ～のぅ!営農情報
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お知らせカレンダー月5 年金相談会年金 《吉　田》  9時～15時
《千代田》10時～15時

その他予定 アグリセミナー
講義予定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

�

吉
田
支
店

産
直
市
の
日

◆
人
参
栽
培

�

吉
田
支
店

�

吉
田
支
店

�

吉
田
支
店

�

千
代
田
支
店

ふ
れ
あ
い
活
動
日

�

吉
田
支
店

�

吉
田
支
店

�

吉
田
支
店

�

吉
田
支
店

▲�難燃素材のフリース毛布 ▲�段ボールのパーテーションが避難所
内に仕切りをつくり、就寝時の痛み
をベッドが和らげます

地域本部制度廃止に伴うご案内チラシに、一部誤りがありました。ＡＴＭコーナーの一時休止の対象ＡＴＭコーナーに「とれたれ元気市と
なりの農家店出張所」となっていましたが、正しくは「とれたて元気市となりの農家店出張所」でした。

　広島北部地域（安芸高田市・北広島町）では、
吉田支店と千代田支店に災害による上水道など
のライフラインや道路の寸断などに備え、発電
機や水、食料などを備蓄しています。
　この度、ＪＡ共済連協力のもと「暖段はこ
ベッド」（段ボールを組み合わせて作るベッド）
やパーテーション、非常用圧縮毛布、ヘルメッ
トを追加しました。災害発生時には、市町など
の要請に対応していきます。

仏壇・墓石のご用命はＪＡへ

災害に備えて ～ＪＡの取り組み～

　ＪＡでは組合員・利用者の皆様へ安
心品質の仏壇や墓石に関わるサービス
を提供しています。
　３月８日、９日の両日、旧ギフトセ
ンターでメモリアルフェアを開催。仏
壇・ 墓 石 を 展 示 販 売 し た ほ か、 リ
フォームなどの相談も承りました。
　ＪＡでは、購入やリフォームの他に
もクリーニングなど様々なご相談を随時、承っております。お困り
のことがありましたら、各支店営農経済担当へご用命ください。

▲�メモリアルフェアでは様々な種類の
　墓石を展示しました

広島北部地域
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